
   第５７回　全日本女子弓道大会（中日本の部）　実施要項

　主　　　旨 今大会は(公財)全日本弓道連盟助成事業として女子弓道の普及振興発展の為に開催しています。

大会を通じ、女子弓道の向上及び交流を推進し、長きに亘り続いてきました。今後さらなる女子

会員が増加し発展する事を期待する事業です。 

1 主　　催　 東海弓道連盟連合会

2 後　　援 愛知県スポーツ局、（公財）愛知県スポーツ協会

（公財）名古屋市教育スポーツ協会、（公財）全日本弓道連盟

3 主　　管 東海弓道連盟連合会、全日本女子弓道大会（中日本の部）実行委員会

4 協　　力 （一社）愛知県弓道連盟

5 期　　日 令和７年３月２日（日）　　８時３０分　開会式

受付　　令和７年３月１日（土）　１4時～16時まで

　　　　　令和７年３月２日（日）　　8時～9時まで

6 会　場 日本ガイシスポーツプラザ　弓道場

　〒457-0833　名古屋市南区東又兵ヱ町五丁目-1-5　　電話(アリーナ):　052-614-6211

　※  ＪＲ東海道本線「笠寺駅」下車、連絡橋で徒歩約５分

　　　名鉄名古屋本線「本笠寺駅」下車、徒歩約１５分

　※ 自家用車の有料駐車場あり。

7 種　　目 近的競技

8 種　　類　 個人競技

9 種　　別　 （１） 一般の部    ： ①初段～参段の部　②四・五段の部　③称号受有者の部

（２） 大学生の部　：　段級問わず

10 競技方法 　的中制 （坐射・直径３６ｃｍ霞的）

（１） 一般の部 【予選】的中制 （一手１回 ）　　皆中者決勝進出

【決勝】射詰競射

（２） 大学生の部 的中制・総射数法 （四つ矢１回 ）　

同中競射：優勝決定戦は射詰競射、その他は遠近競射による。

①第一会場　　一般　　四・五段の部　　称号受有者の部　　　３人立３射場　坐射　　

②第二会場　　大学生の部   一般の部　初段～参段の部　　 ３人立２射場　坐射

会場は参加人数によって変更することがある。

11 表　　彰　 各種別 ５ 位まで　　　 

皆中賞(一般の部)　　優秀賞(大学生の部　３中以上)

12 参加資格　 　新潟県・長野県・富山県・石川県・福井県・静岡県・愛知県・岐阜県・三重県・滋賀県・京都府・

　　　 大阪府・兵庫県・奈良県・和歌山県の１５弓道連盟所属初段以上の女子会員、及び大学生。

   （中学生．高校生は除く）

13 適用規則　 　本要項に定めのない事項は、（公財）全日本弓道連盟競技規則による。

大阪府連

会員専用



14 申込方法 （１） 初段～参段の部　(2)　四段・五段の部　（３）称号受有者の部参加料 １名　２,000円

　　　　　　　 （２）所定申込書、参加料は大阪府連でまとめ行います。

各クラブで取りまとめて以下(3)(4)の府連事務局のメールアドレス、ゆうちょ銀行の口座にお送り下さい。

（３）府連申込先　 　

（４）府連振込先

（５）申込期限 府連締切：令和６年１１月24日（日）　厳守

（６） 問合せ先 全日本女子大会実行委員会　三田村　静子 （090-7618-6333）　

（７） 大会の参加種別（称号・段位）は、参加申込時のものとする。

（８）申込書の「申込記入上の注意」をよく確認の上記入のこと。

15 そ の 他 （１） 競技役員も参加できる。　弓具審判委員は置かない。

（２） 大会参加の役員・選手を対象としてスポーツ傷害保険に本会で一括加入する。

（３） 参加者は健康保険証を持参のこと。

（４）立射希望者は申込書に記入のこと。

（５）前日練習は、ありません。　　　　　

（６） 大会終了は、16時ごろの予定。

※　個人情報の利用目的について

申込書の提出により、以後の関係資料について下記取り扱いの旨、承諾を得たものとする。

ただし、下記（２）の月刊『弓道』・ホームページへの掲載に関しては、本人より不同意の申し出があった

場合は、公開を停止する。

（１）大会プログラムならびに関係書類への記載（氏名、所属団体、称号、段位）

（２）大会結果報告として、地連会長宛文書及び月刊『弓道』・ホームページへの掲載（氏名、 所属団体、

     大学名、称号、段位、写真、動画）

（３）本連合会ならびに所属連盟広報活動として使用される各種メディア（出版社・テレビ局等）への提供

   　（氏名、所属団体、称号、段位、写真、動画）

（４）報道機関、写真業者等の写真撮影とその掲載等については、主催者は関知しない。

　　 関係各法令を遵守する義務は、写真撮影者にあることを主張する。

※　映像の取り扱いについて

個人が撮影した画像・動画などのインターネット配信等については、撮影者において、被写体となる方の

同意を得るなどして、肖像権侵害等の問題を生じないよう、十分に配慮すること。

権利侵害の可能性や疑問が残る場合には、他者の権利を尊重して、撮影・配信等を中止すること。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 以上

東海弓道連盟連合会、全日本女子弓道大会（中日本の部）実行委員会


